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創刊のごあいさつ 

 
藤田 晃之 

 

1999 年 12 月に中央教育審議会が「初等中等教育と高等教育との接続の改善について（答申）」をとり

まとめ、「小学校段階から発達段階に応じてキャリア教育を実施する必要がある」と提言して以来、16 年

以上が経過しました。この答申を契機にキャリア教育の推進は重要な教育政策課題の一つとされ、文部

科学省は 2004 年度からキャリア教育推進のための予算枠を設けて推進施策を展開し、今日に至ってい

ます。（この間、「事業仕分け」により予算が付けられない期間もありましたが、運用上の工夫により、

推進施策自体は一貫して継続されてきました。） 

けれども、いわば「草創期」においては、1999 年の中央教育審議会答申が典型であったように、当時

耳目を集めた若年者の雇用問題（フリーター志向の広がりや、高等学校卒業後に進学も就職もしていな

いことが明らかな者の増加など）への緊急対策の一環としてキャリア教育が位置づけられていたと言え

るでしょう。また、2005 年度には、文部科学省が中学校における 5 日間の職場体験活動の推進を中核と

した「キャリア・スタート・ウィーク」事業を開始し、当該事業が継続した 4 年間で 11 億円近い予算が

充てられたことも背景となって、中学校における職場体験活動のみに著しく傾斜する実践が図らずも浸

透してしまったように思われます。無論、今日においても、若年者の就労をめぐる問題は解決してはお

らず、むしろ地域間格差や社会階層との相関性を顕在化させつつ一層深刻な事態となっています。また、

職場体験活動やインターンシップなどの職場における学習が、将来的な社会的・職業的な自立に必要な

力を育成する上での重要な機会となることは言うまでもありません。しかしその一方で、「うちは進学校

だからキャリア教育などに時間を割く必要はない」「小学校からのキャリア教育は時期尚早だ」「キャリ

ア教育とは結局のところ職場体験活動である」などの誤った見方が未だに残っていることは看過される

べきではないと考えます。 

今日、キャリア教育は、「幼児期の教育から高等教育まで」の各学校段階において「教育活動全体を通

じた指導」（「第 2 期教育振興基本計画」第 2 部Ⅰ1(4)）を、PDCA サイクルを基盤としつつ実践されるべきものと

して位置づけられています（中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）2011 年 1 月

31 日、文部科学大臣「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（26 文科初第 852 号）」2014 年 11 月 20 日など）。こ

れらの方針に基づく実践の在り方を探究することは、喫緊の研究課題のひとつと言えるのではないでし

ょうか。 

このような研究を進めるにあたっては、今日の知識基盤社会からの要請を基軸としつつ、グローバル

化や少子高齢化の進展、「日本型雇用」の揺らぎと変容、所得格差の拡大、人工知能の研究開発の急速な

発展とそれが雇用や社会生活に与える影響の増大、ジェンダー・国籍・民族・宗教・年齢や障害の程度

などを広く包含したダイバーシティを前提とした社会の形成など、様々な視角から構築した枠組みが求

められます。端的に言えば、課題山積の状況にひるまず研究に臨むことが、キャリア教育の研究を志す

者一人一人にとって不可欠であると捉えています。 

筑波大学人間系において、独立した専門研究領域のひとつとして「キャリア教育学」が認められ、キ

ャリア教育学研究室が発足したのは 2015 年 4 月のことです。人間学群教育学類、及び、人間総合科学

研究科博士前期・後期課程の教育学関連各専攻においてキャリア教育分野諸科目が開設されたのも 2015
年度からです。キャリア教育学研究室は、人間の発達になぞらえれば、離乳食から普通の食事への移行

期をやっと迎え、おぼつかないながらも一人で 2・3 歩あゆみはじめ、意味のある単語をほんの少し言え

るようになる頃に相当します。 

山積する研究課題に挑戦するにはあまりにも未熟であることを自覚しつつ、学生・院生らと共に研究

に邁進することを誓い、これを『筑波大学 キャリア教育学研究』の創刊のご挨拶とさせていただきます。

多くの皆様からのご指導・ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。 

2016 年 3 月 
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